
１．件名「福島第二原子力発電所原子炉施設保安規定変更認可申請（４号炉の高経年化技術

評価等）に関する事業者ヒアリング⑦」 

 

２．日時：平成２９年１月１１日 １３時１５分～１４時３０分 

 

３．場所：原子力規制庁 ８階会議室 

 

４．出席者 

  原子力規制庁 

 安全規制管理官（PWR 担当）付 

中野審査官、立元審査官 

安全技術管理官（システム安全担当）付 

大高上席調査官、中野主任調査官、小嶋主任調査官 

安全技術管理官（地震・津波担当）付  

野村調査官、日髙調査官、鈴木技術参与、渋谷技術参与、土居技術参与 

東京電力ホールディングス（株） 原子力設備管理部 副長 他８名 

 

５．要旨 

（１）東京電力ホールディングスから、福島第二原子力発電所４号炉の高経年化技術評価

等に係る福島第二原子力発電所原子炉施設保安規定変更認可申請のうち、高経年化技

術評価（コンクリートの強度低下及び遮蔽能力低下、耐震安全性評価）に関する説明

がなされた。これに対し、原子力規制庁は以下の点について指摘し、引き続き内容を

確認することとした。 

 

○コンクリートの強度低下及び遮蔽能力低下に関して、 

 ・サプレッションチェンバの水温上昇の影響を受けた部位における温度分布解析の

方法、条件、過程及び結果 

・放射線量の監視方法、判断基準及び結果 

 

○耐震安全性評価に関して、 

 ・安定停止の維持状態で動的機能維持が必要となる機器とその理由、並びに個別機

器ごとの動的機能維持評価の記載方針（耐震安全上考慮する必要のある経年劣化事

象がある場合とない場合の評価部位等） 

 

を提示すること。 

 

（２）東京電力ホールディングスより、本日の指摘等について、了解した旨、回答があった。 

 

６．その他 

東京電力ホールディングス資料： 



・東京電力ホールディングス株式会社福島第二原子力発電所４号炉高経年化技術評価質

問事項への回答 


